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１．世界地理

世界地理１

1　世界地理＞全域　次の模式図と地図，図，表を見て，⑴～⑷の問いに答えなさい。 （秋田県）

表 1　各州の農業に関する統計（2018 年）

＊小麦，米，とうもろこしなどの合計

＊穀物の
生産量
（万 t）

農林水産業
就業人口比率
（％）

南アメリカ州

㋐
㋑
㋒
㋓

オセアニア州

145 029
56 924
49 859
20 725
3 488167.2

22.3
24.8
33.4
2.8
5.1

12.5
12.5
5.5
6.5
30.5
49.3

項目

州
20 260

農林従事者一人
あたりの農地面積

（ha）

模式図

（図 1，表 1，表 2は「データブック　オブ・ザ・ワールド 2022 年版」などから作成）

人口 100 人あ
たりの自動車
保有台数（台）
（2018 年）

二酸化炭素
の総排出量
（百万 t）

日本

㋔
㋕
㋖
㋗

1 081
428
4 921
352
543

1 054
244
4 803
549
131

61.5
22.5
86.1
60.2
10.0

項目

国

表 2　4か国と日本の比較

2018 年1990 年

年平均気温
年降水量

0.9℃
478.5 ㎜
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図 1　ある都市の気温と降水量

※ロシア連邦はＣ州に位置づける。
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※北極点を中心に，北緯 45 度までの範囲を表している。
※経線は本初子午線を基準に，15 度ごとに引いている。
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⑴　三大洋のうち，模式図にまったく表されていない海洋名を書きなさい。（　　　　　）

⑵　模式図のあ～えのうち，日本の領土を通る経線を，一つ選んで記号を書きなさい。（　　　）

⑶　図 1は，地図のお～くのいずれかの都市の気温と降水量を表したものである。図 1が表してい

る都市を，地図のお～くから一つ選んで記号を書きなさい。また，この都市が属する気候帯につ

いて述べた次の文の X にあてはまる語を書きなさい。記号（　　　）　語（　　　　　）

この気候帯には，マツやモミなどの針葉樹林帯である X が広がっている地域がある。

－ 3－



３．地理総合

地理総合３

1　地理＞地理総合　花子さんと太郎さんは，それぞれ関心を持った課題を題材に，関連する語句を
つなげた図を作成した。⑴，⑵の問いに答えなさい。 （大分県）

⑴　資料 1は花子さんが「日本と世界の人口問題」を題材に作成した図である。①～④の問いに答

えなさい。

日本と
世界の
人口問題

資料 1

ドーナツ化現象

産業の衰退

少子高齢化

多文化主義オーストラリア

人口増加

移民増加

食料不足

民族問題

アジア地方の過疎化

住宅地の拡大 都市の過密化

ａ地域活性化

ｂ通勤問題

ｃアフリカ

ｄアメリカ

①　下線部 aに関連して，地域活性化の取り組みについて述べた文として適当でないものを，ア

～エから 1つ選び，記号を書きなさい。（　　　）

ア　北海道地方では，雪が多いという自然環境の特色を生かして，季節が逆になるオーストラ

リアなど外国からのスキー客を増やす取り組みを行っている。

イ　東北地方では，青森ねぶた祭や仙台七夕まつり，秋田
かん

竿
とう

燈まつりなどの伝統行事を生かし

て，観光客の誘致を進めている。

ウ　北陸地方では，雪に閉ざされる長い冬の期間の副業として発達してきた小千谷ちぢみなど

の工芸品を生かして，地場産業の活性化を進めている。

エ　四国地方では，香川県，愛媛県，高知県と本州の間に開通した 3つの本州四国連絡橋によ

り輸送の利便性が向上したことを生かして，企業の誘致を行っている。

資料 2

昼夜間人口比率

ア 104.6

イ 99.9

ウ 101.4

エ 87.4

（「総務省統計局ホームページ」より作成）

②　下線部 bに関連して，資料 2中のア～エは，埼玉県，愛知県，

大阪府，大分県のいずれかの 2015年の昼夜間人口比率（夜間

人口 100人当たりの昼間人口の割合）を示したものである。大

分県のものとして最も適当なものを，ア～エから 1つ選び，記

号を書きなさい。（　　　）

③　下線部 cに関連して，次はアフリカの人口増加について述べ

た文である。文中の A に当てはまる内容を書きなさい。

　（ ）

アフリカでは 1960年代以降， A によって死亡率が大幅に低下した。しかし，出

生率は高いままであったため，人口が著しく増加することとなった。

－ 35－



４．日本史

日本史４

§１．古代～近世

1　日本史＞古代～近世　次の文を読んで，下の⑴～⑸の問いに答えなさい。 （岩手県）

わが国は，古くから東アジアの国々との交流があり，土木工事や絹織物の技術，①仏教などがわ

が国に伝わった。また，②
はく

白
すきの

村
え

江の戦いや，元寇，③
とよ

豊
とみ

臣
ひで

秀
よし

吉の朝鮮侵略など，東アジアの国々

との戦いもあった。④江戸時代には，幕府による鎖国のもと，国内外の情勢をふまえて外交が行わ

れた。

⑴　下線部①について，次のア～エのうち，朝鮮半島から伝わった仏教を
しょう

聖
とく

徳
たい

太
し

子とともに広めよ

うとした有力豪族として正しいものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。（　　　）

ア　
へい

平
し

氏　　イ　
そ

蘇
が

我
し

氏　　ウ　
ふじ

藤
わら

原
し

氏　　エ　
ほう

北
じょう

条
し

氏

⑵　下線部②について，
なかの

中
おお

大
えの

兄
おう

皇
じ

子らは
く だ ら

百済の復興を助けようと朝鮮半島に大軍を送り，
とう

唐と
し ら ぎ

新羅

の連合軍に大敗しました。図Ⅰは，そのころの東アジアの国々を示したものです。図Ⅱは，白村

江の戦いの後の大宰府周辺を示したものです。図Ⅱ中の
みず

水
き

城がつくられたのはなぜですか。その

理由を，簡単に書きなさい。

　（ ）

博多湾

水城
大宰府

図Ⅰ 図Ⅱ

高句麗

唐
白村江
百済

新羅

大宰府

⑶　下線部③について，次の資料は，豊臣秀吉が出したある法令の一部です。この法令は何という

政策のものですか。ことばで書きなさい。（　　　　　）

諸国の百姓が刀やわきざし，弓，やり，鉄砲，そのほかの武具などを持つことは，かたく禁止する。

⑷　下線部④について，次のア～エのうち，
た

田
ぬま

沼
おき

意
つぐ

次が行った政策について述べているものはどれ

ですか。一つ選び，その記号を書きなさい。（　　　）

ア　キリスト教宣教師の国外追放を命じ，倭寇などの海賊を取り締まった。

イ　海外渡航を許可する朱印状を発行して，東南アジアとの貿易を盛んにした。

ウ　外国船（異国船）打払令を出して，接近する外国船を砲撃する方針を決めた。

エ　長崎貿易を活発にするために海産物の輸出を拡大し，蝦夷地の開拓を計画した。

－ 55－



公立高校入試過去問題集　社会

国際社会８

1　国際＞国際総合　次の 1から 7までの問いに答えなさい。 （栃木県）

1　国際的な人権保障のため，1948年に世界人権宣言が国際連合で採択された。この宣言に法的拘

束力を持たせるため，1966年に採択されたのはどれか。（　　　）

ア　国際連合憲章　　イ　国際人権規約　　ウ　女子差別撤廃条約

エ　子ども（児童）の権利条約

2　図 1は，日本における就業率を年齢層別に示している。図 1のア，イ，ウ，エは，1985年の男

性，1985年の女性，2020年の男性，2020年の女性のいずれかである。2020年の女性はどれか。

（　　　）

図 1
（「労働力調査結果」（総務省統計局）により作成）
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3　日本の社会保障制度の四つの柱のうち，生活に困っている人々に対し，生活保護法に基づいて

最低限度の生活を保障し，自立を助ける制度を何というか。（　　　　　）

4　平和や安全，安心への取り組みに関する次の文Ⅰ，Ⅱ，Ⅲの正誤の組み合わせとして，正しい

のはどれか。（　　　）

Ⅰ　日本は，核兵器を「持たず，作らず，持ち込ませず（持ち込まさず）」という，非核三原則の

立場をとっている。

Ⅱ　核拡散防止条約の採択以降，新たに核兵器の開発をする国はみられない。

Ⅲ　日本は，一人一人の人間の生命や人権を大切にするという人間の安全保障の考え方を，外交

政策の柱としている。

ア　Ⅰ―正　　Ⅱ―正　　Ⅲ―誤　　

イ　Ⅰ―正　　Ⅱ―誤　　Ⅲ―正

ウ　Ⅰ―正　　Ⅱ―誤　　Ⅲ―誤　　

エ　Ⅰ―誤　　Ⅱ―正　　Ⅲ―正

オ　Ⅰ―誤　　Ⅱ―正　　Ⅲ―誤　　

カ　Ⅰ―誤　　Ⅱ―誤　　Ⅲ―正

－ 120－


